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感

謝

と

敬

意

の

気

持

ち

を

込

め

て

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

福

島

町

議

会

議

長

 

溝

部

幸

基

 

 

「

北

海

道

福

島

会

創

立

二

十

周

年

」

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

感

謝

と

敬

意

の

気

持

ち

を

込

め

て

心

か

ら

お

祝

い

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 

二

十

年

の

歩

み

を

振

返

り

ま

す

と

、

創

立

か

ら

今

日

に

至

る

会

員

の

皆

様

の

ふ

る

さ

と

「

福

島

」

へ

の

熱

い

思

い

と

、

数

多

く

の

ご

配

慮

、

ご

尽

力

に

よ

り

、

多

く

の

勇

気

と

感

動

を

い

た

だ

き

、

今

日

に

至

り

ま

し

た

こ

と

に

感

慨

深

い

思

い

を

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

 

平

成

十

三

年

二

月

十

日

、

浦

安

市

舞

浜

で

の

設

立

総

会

、

薮

内

町

長

と

一

緒

に

出

席

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

議

長

と

し

て

緊

張

し

な

が

ら

、

福

島

の

近

況

を

話

し

た

こ

と

を

思

い

出

し

ま

す

。

郷

土

の

誇

り

千

代

の

富

士

（

九

重

親

方

）

も

当

時

大

関

で

あ

っ

た

千

代

大

海

（

現

九

重

親

方

）

と

と

も

に

出

席

い

た

だ

き

、

会

場

の

雰

囲

気

も

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

東

京

周

辺

か

ら

出

席

さ

れ

た

多

く

の

皆

さ

ん

の

各

テ

ー

ブ

ル

を

回

り

時

間

い

っ

ぱ

い

話

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

し

、

数

十

年

ぶ

り

に

再

会

し

た

同

期

生

の

変

容

に

互

い

に
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驚

愕

、

昔

話

に

花

が

咲

き

、

時

の

経

つ

の

も

忘

れ

、

楽

し

く

過

ご

し

た

こ

と

も

思

い

出

し

ま

す

。

 

 

第

二

回

以

降

、

会

場

も

池

之

端

文

化

セ

ン

タ

ー

、

帝

国

ホ

テ

ル

、

東

京

ド

ー

ム

、

品

川

プ

リ

ン

ス

等

々

と

変

わ

り

、

最

近

は

ア

ル

カ

デ

ィ

ア

市

ヶ

谷

に

定

着

、

 

議

員

全

員

で

も

何

度

か

出

席

さ

せ

て

頂

き

、

少

し

ず

つ

参

加

者

が

減

少

し

て

い

く

の

が

気

に

な

っ

て

お

り

ま

し

た

が

、

い

つ

も

ふ

る

さ

と

の

思

い

出

話

が

続

き

、

ふ

る

さ

と

産

品

の

抽

選

会

に

一

喜

一

憂

し

、

歌

や

踊

り

で

会

場

い

っ

ぱ

い

に

笑

顔

が

あ

ふ

れ

、

楽

し

い

時

間

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

北

海

道

産

直

フ

ェ

ア

に

つ

い

て

も

、

役

員

・

女

性

会

員

を

中

心

に

大

変

な

協

力

を

い

た

だ

き

、

地

元

担

当

者

を

叱

咤

激

励

、

大

き

な

成

果

を

上

げ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

こ

と

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

 

福

島

・

吉

岡

の

昭

和

の

合

併

か

ら

幾

多

の

変

遷

を

経

た

福

島

の

現

状

は

、

隔

世

の

感

が

あ

り

ま

す

。

世

紀

の

大

事

業

「

青

函

ト

ン

ネ

ル

工

事

」

の

影

響

を

ま

と

も

に

受

け

、

時

代

の

流

れ

に

翻

弄

さ

れ

、

ポ

ス

ト

ト

ン

ネ

ル

の

適

切

な

対

策

も

叶

わ

ず

、

都

市

へ

の

一
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極

集

中

が

止

ま

ら

ず

、

過

疎

少

子

高

齢

化

に

歯

止

め

が

き

か

ず

、

結

果

的

に

衰

退

が

続

く

状

況

に

如

何

と

も

し

が

た

い

む

な

し

さ

を

感

じ

つ

つ

、

町

政

運

営

の

一

端

を

担

う

者

と

し

て

そ

の

結

果

責

任

を

痛

感

し

て

も

お

り

ま

す

。

 

ピ

ー

ク

一

万

三

千

九

百

人

の

人

口

が

、

四

千

人

を

割

っ

た

と

い

う

現

実

、

時

代

の

変

遷

と

と

も

に

大

き

く

変

化

す

る

住

民

ニ

ー

ズ

は

、

道

路

網

の

整

備

、

車

社

会

、

通

信

・

流

通

手

段

の

多

様

化

等

に

よ

り

、

消

費

経

済

、

医

療

福

祉

、

教

育

文

化

、

レ

ジ

ャ

ー

等

々

多

く

の

面

で

町

外

へ

の

依

存

度

が

高

く

な

っ

て

い

る

実

情

、

生

活

基

盤

の

充

実

に

よ

り

住

民

サ

ー

ビ

ス

へ

の

期

待

が

大

き

く

変

化

し

て

い

る

状

況

を

充

分

咀

嚼

し

、

益

々

厳

し

く

な

り

ま

す

が

、

進

む

べ

き

方

向

を

し

っ

か

り

見

極

め

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

 

 

「

ふ

る

さ

と

福

島

」

へ

引

続

き

、

物

心

両

面

で

ご

支

援

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

切

に

お

願

い

申

し

上

げ

、

 

鎌

田

会

長

を

中

心

に

「

北

海

道

福

島

会

」

の

輪

が

大

き

く

拡

が

り

ま

す

こ

と

と

、

会

員

皆

様

の

ご

健

勝

を

心

か

ら

ご

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

。
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【

夢

再

び

「

第

二

青

函

ト

ン

ネ

ル

構

想

」

実

現

へ

】

 

◎

青

函

ト

ン

ネ

ル

の

課

題

・

①

本

来

、

新

幹

線

が

2
6

0

㌔

で

走

行

す

る

設

計

で

す

が

、

貨

物

列

車

と

の

す

れ

違

い

走

行

の

安

全

性

か

ら

時

速

1
4

0

㌔

に

制

限

。

 

②

北

海

道

、

本

州

の

ト

ラ

ッ

ク

海

上

輸

送

に

よ

る

コ

ス

ト

高

、

時

間

の

自

由

度

制

限

、

食

糧

生

産

等

、

産

業

へ

の

大

き

な

制

約

が

存

在

。

 

◎

第

二

青

函

ト

ン

ネ

ル

構

想

・

経

済

界

等

に

よ

る

三

つ

の

案

が

提

示

さ

れ

て

い

る

が

、

よ

り

現

実

性

が

あ

り

、

民

間

ベ

ー

ス

で

の

可

能

性

に

挑

戦

を

試

み

よ

う

と

す

る

、

北

海

道

産

学

界

の

「

多

用

途

ト

ン

ネ

ル

構

想

」

で

は

、

現

行

ト

ン

ネ

ル

を

新

幹

線

専

用

、

第

二

ト

ン

ネ

ル

を

貨

物

列

車

・

有

人

走

行

を

想

定

し

た

車

道

・

送

電

線

・

天

然

ガ

ス

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

と

し

、

距

離

が

最

短

で

、

各

種

デ

ー

タ

の

利

用

が

可

能

と

な

る

、

現

行

ト

ン

ネ

ル

と

平

行

に

整

備

す

る

計

画

で

す

。

 

北

海

道

側

工

事

基

地

と

し

て

貢

献

し

た

福

島

町

と

し

て

も

昨

年

二

月

に

「

第

二

青

函

ト

ン

ネ

ル

構

想

を

実

現

す

る

会

」

を

設

立

、

夢

の

実

現

へ

オ

ー

ル

北

海

道

で

の

取

組

を

目

指

し

て

活

動

を

開

始

し

ま

し

た

。

 


